
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

担

当

課

（

室

）

目

次

【

告

示

】

○

令

和

三

年

度

県

統

計

調

査

の

実

施

統

計

分

析

課

○

令

和

三

年

九

月

岡

山

県

議

会

定

例

会

の

招

集

財

政

課

○

知

事

指

定

薬

物

の

指

定

医

薬

安

全

課

○

土

地

改

良

区

の

解

散

耕

地

課

○

保

安

林

の

指

定

施

業

要

件

の

変

更

予

定

治

山

課

○

道

路

の

区

域

変

更

道

路

整

備

課

○

道

路

の

供

用

開

始

〃

○

急

傾

斜

地

崩

壊

危

険

区

域

の

指

定

防

災

砂

防

課

【

公

告

】

○

都

市

計

画

の

案

の

作

成

に

関

す

る

公

聴

会

の

開

都

市

計

画

課

催

の

中

止

○

開

発

許

可

を

受

け

た

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

建

築

指

導

課

の

完

了

○

市

街

地

再

開

発

組

合

の

事

業

計

画

の

変

更

の

認

〃

可

【

選

挙

管

理

委

員

会

】

○

政

治

団

体

の

名

称

等

の

公

表

選

挙

管

理

委

員

会

○

政

治

団

体

の

代

表

者

等

の

異

動

〃

○

政

治

団

体

の

解

散

〃

岡

山

県

公

報

令和３年８月２７日 第１２３２２号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
六
十
五
号

令
和
三
年
度
に
お
い
て
、
次
の
県
統
計
調
査
を
実
施
す
る
。

令
和
三
年
八
月
二
十
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

県
統
計
調
査
の
名
称
及
び
目
的

１

名
称

県
民
健
康
調
査

２

目
的

県
民
の
食
品
の
摂
取
状
況
、
運
動
状
況
、
健
康
に
影
響
を
及
ぼ
す
生
活
習
慣
等
の
状
況
を
明
ら

か
に
し

「
第
２
次
健
康
お
か
や
ま

」
の
最
終
評
価
を
は
じ
め
、
広
く
健
康
づ
く
り
対
策
に
必

、

21

要
な
基
礎
資
料
を
得
る
。

二

県
統
計
調
査
の
対
象
の
範
囲

県
内
に
居
住
す
る
満
八
歳
か
ら
十
六
歳
ま
で
及
び
二
十
歳
以
上
の
男
女

三

報
告
を
求
め
る
事
項
及
び
そ
の
基
準
と
な
る
期
日
又
は
期
間

１

報
告
を
求
め
る
事
項

性
別
、
生
年
月
日
、
身
長
、
体
重
、
妊
娠
授
乳
の
有
無
、
食
生
活
・
喫
煙
・
飲
酒
の
状
況
、
歯

の
状
況
、
運
動
の
状
況
等

２

基
準
と
な
る
期
日
又
は
期
間

令
和
三
年
十
月
一
日
か
ら
同
年
十
一
月
三
十
日
ま
で

四

報
告
を
求
め
る
者

二
の
う
ち
八
千
六
百
四
十
人
（
一
市
町
村
に
つ
き
三
百
二
十
人
）

五

報
告
を
求
め
る
た
め
に
用
い
る
方
法

郵
送
調
査

六

報
告
を
求
め
る
期
間

令
和
三
年
十
月
一
日
か
ら
同
年
十
一
月
三
十
日
ま
で

七

実
施
部
課
名

保
健
福
祉
部
健
康
推
進
課

令和３年８月２７日　岡山県公報　第１２３２２号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
六
十
六
号

令
和
三
年
九
月
六
日
岡
山
県
議
会
定
例
会
を
岡
山
市
に
招
集
す
る
。

令
和
三
年
八
月
二
十
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

令和３年８月２７日　岡山県公報　第１２３２２号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
六
十
七
号

岡
山
県
危
険
な
薬
物
か
ら
県
民
の
命
と
く
ら
し
を
守
る
条
例
（
平
成
二
十
七
年
岡
山
県
条
例
第
十
七

号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う

）
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
知
事
指
定
薬
物
を
次
の
と
お
り

。

指
定
す
る
。

令
和
三
年
八
月
二
十
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

知
事
指
定
薬
物
の
名
称

１

エ
チ
ル
＝
二

［
一

（
五

フ
ル
オ
ロ
ペ
ン
チ
ル
）

一
Ｈ

イ
ン
ド
ー
ル

三

カ
ル
ボ

－
－

－
－

－
－

－

－
－

－
－

－

キ
サ
ミ
ド
］

三

メ
チ
ル
ブ
タ
ノ
ア
ー
ト
（
通
称
名
五
Ｆ

Ｅ
Ｍ
Ｂ

Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ａ
、
Ｅ
Ｍ
Ｂ

二
二
〇
一
）
及
び
そ
の
塩
類

２

二

（
メ
チ
ル
ア
ミ
ノ
）

一

（
チ
オ
フ
ェ
ン

二

イ
ル
）
プ
ロ
パ
ン

一

オ
ン
（
通

－
－

－
－

－
－

－

称
名
二

Ｔ
ｈ
ｉ
ｏ
ｔ
ｈ
ｉ
ｎ
ｏ
ｎ
ｅ
、
β
ｋ

Ｍ
Ｐ
Ａ
）
及
び
そ
の
塩
類

－
－

３

二

シ
ク
ロ
ヘ
キ
シ
ル

一

フ
ェ
ニ
ル

二

（
ピ
ロ
リ
ジ
ン

一

イ
ル
）
エ
タ
ン

一

－
－

－
－

－
－

－
－

オ
ン
（
通
称
名
α

Ｐ
Ｃ
Ｙ
Ｐ
）
及
び
そ
の
塩
類

－
－

二

指
定
の
理
由

条
例
第
二
条
第
七
号
に
規
定
す
る
薬
物
に
該
当
し
、
県
内
に
お
い
て
濫
用
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
た
め

附

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
三
年
八
月
二
十
八
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和３年８月２７日　岡山県公報　第１２３２２号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
六
十
八
号

（

）

、

土
地
改
良
法

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号

第
六
十
七
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り

土
地
改
良
区
が
次
の
と
お
り
解
散
し
た
。

令
和
三
年
八
月
二
十
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

土
地
改
良
区
の
名
称

台
金
屋
土
地
改
良
区

二

土
地
改
良
区
の
所
在
地

真
庭
市
台
金
屋
三
六
四
番
地
四

三

解
散
年
月
日

令
和
三
年
八
月
十
八
日

令和３年８月２７日　岡山県公報　第１２３２２号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
六
十
九
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
次
の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る

予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

令
和
三
年
八
月
二
十
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
予
定
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

津
山
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る

）
。

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵
養

か
ん

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

（１）

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

（２）
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（３）
２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（

次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
岡
山
県
庁
及
び
津

「

山
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

）
。

令和３年８月２７日　岡山県公報　第１２３２２号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
七
十
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
区
域
を

次
の
と
お
り
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。

令
和
三
年
八
月
二
十
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路

線

名

目
木
大
庭
線

三

道
路
の
区
域

新
旧

幅

員

延

長

区

域

別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

一
一
三
一
・
〇

真
庭
市
三
崎
字
岪
ノ
下
四
四
九
番
五
地
先
か
ら

四
・
一
～

真
庭
市
大
庭
字
水
別
四
九
三
番
一
地
先
ま
で

一
三
・
五

真
庭
市
三
崎
字
岪
ノ
下
四
四
九
番
五
地
先
か
ら

新

一
二
三
〇
・
〇

真
庭
市
大
庭
字
横
小
路
道
下
四
一
二
番
一
地
先

八
・
〇
～

を
経
て

三
四
・
五

真
庭
市
大
庭
字
水
別
四
九
三
番
一
地
先
ま
で

旧

一
一
三
一
・
〇

真
庭
市
三
崎
字
岪
ノ
下
四
四
九
番
五
地
先
か
ら

四
・
一
～

真
庭
市
大
庭
字
水
別
四
九
三
番
一
地
先
ま
で

一
三
・
五

令和３年８月２７日　岡山県公報　第１２３２２号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
七
十
一
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
供
用
を

次
の
と
お
り
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。

令
和
三
年
八
月
二
十
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

道
路
の

供

用

開

始

路

線

名

区

間

種

類

年

月

日

県
道

目
木
大
庭
線

真
庭
市
三
崎
字
岪
ノ
下
四
四
九
番
五
地
先
か
ら

令
和
三
年
八

真
庭
市
大
庭
字
横
小
路
道
下
四
一
二
番
一
地
先
を
経

月
二
十
七
日

て真
庭
市
大
庭
字
水
別
四
九
三
番
一
地
先
ま
で

令和３年８月２７日　岡山県公報　第１２３２２号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
七
十
二
号

急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
三

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
地
区
を
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
に
指
定
す
る
。

そ
の
関
係
図
書
は
、
岡
山
県
土
木
部
防
災
砂
防
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
三
年
八
月
二
十
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

玉
島
柏
島
福
井
地
区

次
に
掲
げ
る
地
番
の
土
地
に
設
置
し
た
標
柱
一
号
か
ら
十
八
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱

一
号
と
十
八
号
を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
区
域
並
び
に
標
柱
十
九
号
か
ら
三
十
号
ま
で
を
順
次
結
ん

だ
線
及
び
標
柱
十
九
号
と
三
十
号
を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
区
域

岡
山
県
倉
敷
市
玉
島
柏
島
満
所
五
三
四
二
番

一
号
及
び
二
号

〃

〃

〃

〃

五
三
三
五
番
一

三
号

〃

〃

〃

〃

五
三
二
八
番
三
地
先
道
路
敷

四
号
及
び
五
号

〃

〃

〃

〃

五
三
二
八
番
三

六
号

〃

〃

〃

〃

五
三
二
七
番
一

七
号

〃

〃

〃

〃

五
三
一
八
番
一

八
号

〃

〃

〃

〃

五
三
〇
九
番
四

九
号
、
十
号
及
び
十
一
号

〃

〃

〃

〃

五
三
一
〇
番

十
二
号
及
び
十
三
号

〃

〃

〃

〃

五
三
一
二
番
二

十
四
号

〃

〃

〃

〃

五
三
一
三
番

十
五
号

〃

〃

〃

〃

五
三
一
五
番
二

十
六
号

〃

〃

〃

〃

五
三
三
七
番

十
七
号

〃

〃

〃

〃

五
三
三
九
番
二

十
八
号

〃

〃

〃

〃

五
三
〇
八
番
三
地
先
道
路
敷

十
九
号

〃

〃

〃

〃

五
三
〇
八
番
三

二
十
号

〃

〃

〃

〃

五
三
〇
六
番

二
十
一
号
、
二
十
二
号
、
二
十
五

号
及
び
二
十
六
号

〃

〃

〃

〃

五
三
〇
六
番
二
地
先
道
路
敷

二
十
三
号

〃

〃

〃

〃

五
三
二
五
番
一

二
十
四
号

〃

〃

〃

〃

五
三
〇
五
番
三
地
先
道
路
敷

二
十
七
号

令和３年８月２７日　岡山県公報　第１２３２２号



〃

〃

〃

〃

五
三
〇
七
番

二
十
八
号

〃

〃

〃

森
本
一
五
四
二
番
地
先
道
路
敷

二
十
九
号

〃

〃

〃

満
所
五
三
〇
八
番
四

三
十
号

令和３年８月２７日　岡山県公報　第１２３２２号



〔
三
六
五
〕
令
和
三
年
七
月
二
十
日
付
け
で
公
告
し
た
次
の
都
市
計
画
の
案
の
作
成
に
関
す
る
公
聴
会

に
つ
い
て
は
、
意
見
書
の
提
出
が
な
か
っ
た
た
め
、
開
催
を
中
止
す
る
。

令
和
三
年
八
月
二
十
七
日

岡
山
県

代
表
者

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

中
止
す
る
公
聴
会

公
聴
会
に
係
る
都
市
計
画
の
案

公

聴

会

の

日

時

公

聴
会
の
場
所

岡
山
県
南
広
域
都
市
計
画
道
路
の
変

令
和
三
年
九
月
三
日
午
前
十
時

瀬
戸
内
市
邑
久
町
尾
張

更

か
ら

三
○
○

一

瀬
戸
内

－

市
役
所
二
階
大
会
議
室
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〔
三
六
六
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

令
和
三
年
八
月
二
十
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
上
林
字
山
本
三
〇
八

四

－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

倉
敷
市
沖
新
町
四
〇

一
二
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
Ａ
棟
二
〇
二

－

荒
瀨
伸
太
朗

荒
瀨
み
な
み

三

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号

令
和
三
年
六
月
七
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
七
四
号
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〔
三
六
七
〕
都
市
再
開
発
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
三
十
八
号
）
第
三
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
市
街
地
再
開
発
組
合
の
事
業
計
画
の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

令
和
三
年
八
月
二
十
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

組
合
の
名
称

倉
敷
市
阿
知
３
丁
目
東
地
区
市
街
地
再
開
発
組
合

二

事
務
所
の
所
在
地

倉
敷
市
阿
知
二
丁
目
九
番
一
〇
号

三

事
業
施
行
期
間

変
更
前

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日
か
ら
平
成
三
十
四
年
六
月
三
十
日
ま
で

変
更
後

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日
か
ら
令
和
四
年
八
月
三
十
一
日
ま
で

四

施
行
地
区

、

、

、

、

、

倉
敷
市
阿
知
三
丁
目
一
〇
〇
一
番

一
〇
〇
二
番

一
〇
〇
三
番

一
〇
〇
四
番

一
〇
〇
五
番

一
〇
〇
六
番
、
一
〇
〇
七
番
、
一
〇
〇
八
番

五

設
立
認
可
の
年
月
日

平
成
三
十
年
三
月
二
十
日

六

事
業
計
画
の
変
更
の
認
可
の
年
月
日

令
和
三
年
八
月
二
十
三
日
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◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
五
十
三
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
三
年
八
月
二
十
七
日

岡

山

県

選

挙

管

理

委

員

会

委

員

長

大

林

裕

一

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
以
外
の
政
治
団
体

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏
名

会
計
責
任
者
の
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

届
出
年
月
日

平
沼
正
二
郎
佐
伯
後
援
会

山

本

稔

山

本

稔

和
気
郡
和
気
町
父
井
原
三
五
六

令
和
三

・

七
・
三
〇

福
田
京
子
後
援
会

佐

藤

精

治

福

田

正

年

小
田
郡
矢
掛
町
横
谷
一
三
五
九

一

〃

七
・
二
七

－
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◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
五
十
四
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
三
年
八
月
二
十
七
日

岡

山

県

選

挙

管

理

委

員

会

委

員

長

大

林

裕

一

一

政
党
の
支
部

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏
名

異
動
事
項

新

旧

異
動
年
月
日

社
会
民
主
党
岡
山
県
第
一
区

定

政

智

崇

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

岡
山
市
北
区
辰
巳
二
二

一
〇
三
Ｔ
Ｃ
Ｋ
ビ
ル

岡
山
市
北
区
弓
之
町
五

七

令
和
三

・

七
・

一

－
－

支
部
連
合

一
Ｆ

社
会
民
主
党
岡
山
県
第
二
区

太

田

勇

〃

岡
山
市
北
区
辰
巳
二
二

一
〇
三
Ｔ
Ｃ
Ｋ
ビ
ル

岡
山
市
北
区
弓
之
町
五

七
社
会
文
化
会
館
内

〃

〃

－
－

支
部
連
合

一
Ｆ

社
会
民
主
党
岡
山
県
連
合

宮

田

好

夫

〃

岡
山
市
北
区
辰
巳
二
二

一
〇
三
Ｔ
Ｃ
Ｋ
ビ
ル

岡
山
市
北
区
弓
之
町
五

七

〃

〃

－
－

一
Ｆ

自
由
民
主
党
岡
山
県
歯
科
医

小
見
山

信

代
表
者
の
氏
名

小
見
山

信

西

田

宜

可

〃

七
・
一
〇

師
支
部

〃

〃

会
計
責
任
者
の
氏
名

石

井

源

久

南

哲
之
介

〃

〃

自
由
民
主
党
岡
山
県
バ
ス
支

小

嶋

光

信

代
表
者
の
氏
名

小

嶋

光

信

永

山

久

人

〃

六
・
一
四

部自
由
民
主
党
岡
山
県
薬
剤
師

伊

達

元

英

〃

伊

達

元

英

堀

部

徹

〃

七
・
一
四

支
部

二

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏
名

異
動
事
項

新

旧

異
動
年
月
日

岡
山
県
エ
ル
ピ
ー
ガ
ス
政
治

髙

山

眞

司

代
表
者
の
氏
名

髙

山

眞

司

藤

田

尚

德

令
和
三

・

六
・
一
四

連
盟

岡
山
県
歯
科
医
師
連
盟

小
見
山

信

〃

小
見
山

信

西

田

宜

可

〃

七
・
一
〇
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〃

〃

会
計
責
任
者
の
氏
名

石

井

源

久

南

哲
之
介

〃

〃

岡
山
県
商
工
政
治
連
盟

田

村

正

敏

代
表
者
の
氏
名

田

村

正

敏

金

谷

征

正

〃

六
・
二
〇

岡
山
県
薬
剤
師
連
盟

伊

達

元

英

〃

伊

達

元

英

堀

部

徹

〃

七
・
一
四

幸
福
実
現
党
岡
山
中
央
後
援

山

内

浩

行

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

岡
山
市
北
区
南
方
五

一

一

岡
山
市
北
区
奉
還
町
三

二

五

〃

七
・
一
五

－
－

－
－

会〃

〃

代
表
者
の
氏
名

山

内

浩

行

岩

本

雅

俊

〃

〃

全
国
保
育
推
進
連
盟
岡
山
県

同

前

隆

志

政
治
団
体
の
名
称

全
国
保
育
推
進
連
盟
岡
山
県
支
部

保
育
推
進
連
盟
岡
山
県
支
部

〃

四
・

一

支
部

山
下
た
か
し
後
援
会

中

島

基

善

代
表
者
の
氏
名

中

島

基

善

荻

野

大

介

〃

七
・

九
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◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
五
十
五
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
解
散
の
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
三
年
八
月
二
十
七
日

岡

山

県

選

挙

管

理

委

員

会

委

員

長

大

林

裕

一

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏
名

解
散
年
月
日

日
下
敏
久
後
援
会

田

上

俊

英

令
和
三

・

七
・

一
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